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は
じ
め
に

　

立
教
中
学
校
に
お
い
て
は
、
一
九
二
六
年
か
ら
戦
時
期
の
中
断

を
経
て
一
九
五
七
年
ま
で
、
学
校
市
と
称
さ
れ
る
生
徒
・
教
職
員

一
体
の
「
学
校
自
治
体
」
が
存
在
し
た
。
そ
の
概
要
を
述
べ
る

と
、
①
立
教
中
学
校
を
一
つ
の
市
、
そ
し
て
校
長
を
市
長
、
生
徒

は
市
民
と
み
な
し
、
②
教
師
と
生
徒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
区

会
・
市
会
・
参
事
会
お
よ
び
各
部
（
風
紀
部
・
衛
生
部
・
設
備

部
）
を
学
校
市
に
関
す
る
事
項
の
決
議
お
よ
び
執
行
機
関
と
し
、

③
「
生
徒
心
得
の
中
に
あ
る
日
常
の
起
居
動
作
に
関
す
る
規
程
は

之
を
生
徒
の
自
治
に
移
し
自
治
制
に
依
っ
て
自
治
教
育
公
民
教
育

の
訓
練
を
行
は
う
と
」⑴
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

学
校
市
制
の
制
定
お
よ
び
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
俊

太
郎
氏
が
『
い
し
ず
え
』⑵
の
連
載
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀
」
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
⑶

が
最
も
詳
し
い
。
ま
た
、
戦
中
期
の
学
校

市
の
時
局
認
識
活
動
お
よ
び
銃
後
後
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
安
達

宏
昭
氏
の
論
考
「
戦
時
動
員
体
制
の
形
成
と
立
教
中
学
校
」⑷
に
詳

述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
市
の
活
動
の
実
態
な

ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
も
多
い
。
そ
れ
は
、
学
校

市
制
に
関
す
る
一
次
史
料
が
、「
大
正
十
五
年
度　

学
校
市
諸
記

録
」（
以
下
、「
学
校
市
諸
記
録
」
と
略
す
）⑸
以
外
は
ほ
と
ん
ど
現

存
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
前
掲
の
二
氏
の
論
考
も
、
学
校
市

制
に
関
す
る
記
述
の
多
く
は
こ
の
「
学
校
市
諸
記
録
」
に
依
拠
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
判
明
し
て
い
る
こ
と
は
決
議
事
項

な
ど
わ
ず
か
で
あ
り
、
具
体
的
な
議
論
や
活
動
内
容
等
は
見
え
て

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

　
　

立
教
中
学
校
学
校
市
制
に
関
す
る
一
考
察

田 

中 

智 

子
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こ
な
い
。
そ
れ
ら
を

明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
新
聞
・
雑
誌

の
記
事
や
、
当
時
の

教
師
・
生
徒
の
回
想

な
ど
の
史
料
を
用
い

て
い
く
よ
り
他
は
な

い
の
が
現
状
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
学
校
市
制
の
創

設
者
、
学
校
市
制
制

定
の
背
景
、
学
校
内

外
か
ら
の
評
価
な

ど
、
先
行
研
究
で
未

だ
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
立
教
中
学
校

学
校
市
制
の
様
々
な

側
面
に
つ
い
て
、
当

時
の
新
聞
・
雑
誌
等

の
史
料
を
用
い
な
が

ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試

み
る
。

　
（
１
）
学
校
市
制
の
創
設
者

　

学
校
市
制
が
制
定
さ
れ
た
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
関
東
大
震
災

後
に
立
教
中
学
校
が
池
袋
に
移
転
し
、
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
旧
校
舎
時
代
と
は
異
な
る
規
則
作
り
が
急

務
と
な
っ
た
た
め
、
数
次
に
わ
た
っ
て
教
職
員
に
よ
る
生
徒
心
得

改
訂
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

中
学
校
校
舎
の
礎
石
に
納
め
ら
れ
て
い
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
⑹

の

中
に
、
学
校
市
制
の
原
案
と
と
も
に
、
そ
の
制
定
理
由
な
ど
を
記

し
た
生
徒
心
得
改
訂
委
員
会
に
よ
る
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
以

下
、
そ
の
文
章
の
全
文
を
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　

記

立
教
中
学
校
校
舎
新
築
落
成
ト
共
ニ
生
徒
心
得
ニ
改
訂
ヲ
要

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
大
正
十
三
年
四
月
生
徒
心
得
改
訂
委
員
会
設

ケ
ラ
レ
爾
来
会
議
ヲ
開
ク
コ
ト
数
次
委
員
会
ハ
教
育
ノ
本
旨

並
ニ
時
代
ノ
趨
勢
ヨ
リ
シ
テ
生
徒
ニ
自
治
訓
練
ヲ
施
シ
公
民

教
育
ヲ
授
ク
ル
ノ
緊
要
ナ
ル
ヲ
認
メ
立
教
中
学
校
学
校
市
制

ヲ
制
定
シ
以
テ
其
ノ
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
茲
ニ
別

紙
ノ
成
案
ヲ
起
草
議
決
ス
ル
ニ
至
リ
タ
リ

　

大
正
十
四
年
十
一
月　

日

　
　

生
徒
心
得
改
訂
委
員
長　

諸
星　

寅
一

市長（校長）

各部主事（教師）

区長（学級担任） 区会（議員＝生徒）

市会（議員＝生徒）

市参事会

風紀部
衛生部
設備部

 

 

…市長、区長、各部主事、および四・五年生
　の市会議員（3人× 4学級＝ 12 人）

…15 人× 10 学級＝ 150 人

…区会議員中、得票上位 3名ずつ
　計 30 名

※区会議員は、いずれかの部に所属
 

議 

決 

機 

関

執 

行 

機 

関

【図】立教中学校学校市

※「立教中学校学校市制」の規程をもとに、筆者が作成
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以
上
を
見
る
と
、
学
校
市
制
の
制
定
に
携
わ
り
、
原
案
の
起
草

を
行
っ
た
の
は
、
諸
星
・
滋
賀
・
橘
・
中
山
・
帆
足
の
五
名
の
教

師
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
市
制

に
つ
い
て
は
当
時
の
校
長
・
小
島
茂
雄
の
発
案
で
制
定
さ
れ
た
と

い
う
証
言
も
あ
る
。
当
時
立
教
中
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
小
木

鐵
彦
⑻

、
お
よ
び
小
島
の
甥
で
後
に
校
長
と
な
る
高
橋
昊
の
証
言
⑼

で
あ
る
。
ま
た
、『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
〇
号
に
も
、「
立
教
中

学
校
は
小
島
校
長
の
発
案
に
よ
り
学
校
市
制
を
敷
き
」⑽
と
い
う
記

述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
校
市
制
の
制
定
を
発
案
し
た
の

は
小
島
校
長
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
を
定
め
て
い
っ
た
の
は
、
前
掲

の
五
名
の
教
師
た
ち
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
２
）
学
校
市
制
制
定
の
背
景

　

次
に
、
学
校
市
制
制
定
の
背
景
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
前

掲
の
引
用
文
に
よ
れ
ば
、「
教
育
ノ
本
旨
並
ニ
時
代
ノ
趨
勢
ヨ
リ

シ
テ
生
徒
ニ
自
治
訓
練
ヲ
施
シ
公
民
教
育
ヲ
授
ク
ル
ノ
緊
要
ナ
ル

ヲ
認
メ
」
と
あ
る
。
こ
の
「
教
育
ノ
本
旨
並
ニ
時
代
ノ
趨
勢
」
と

は
一
体
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
い
し
す
ゑ
』
第

一
二
号
所
載
の
「
学
校
市
制
の
提
唱
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

然
る
に
明
治
初
年
に
於
て
西
欧
文
明
の
移
植
に
日
も
こ
れ
足

ら
な
か
っ
た
時
代
に
在
っ
て
只
管
早
く
文
明
の
知
識
を
注
入

し
て
早
く
文
明
の
知
識
を
注
入
し
て
早
く
実
際
に
役
立
た
せ

よ
う
と
し
た
時
世
に
於
て
教
育
は
即
ち
知
識
の
注
入
で
あ

り
、
一
切
が
教
師
の
指
図
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
や
漸
く
其

の
余
弊
を
認
め
て
一
般
に
生
徒
の
自
発
を
奨
励
し
独
創
を
促

し
て
ゆ
く
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
か
ゝ
る
時
世
に

際
し
て
彼
等
の
日
常
起
居
動
作
を
猶
一
々
細
く
指
図
し
て
ゆ

く
と
い
ふ
こ
と
は
甚
だ
適
当
で
な
い
、
寧
ろ
彼
等
自
ら
が
其

の
学
び
得
た
常
識
を
以
て
正
し
い
学
校
生
活
を
営
ん
で
ゆ
く

や
う
に
躾
け
る
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
学
校
市
制
が
導
入
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
明

治
期
の
注
入
主
義
か
ら
、
大
正
期
の
子
ど
も
中
心
主
義
へ
と
、
教

育
界
の
潮
流
が
変
化
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
期
に

お
い
て
は
、
画
一
的
・
強
制
的
な
教
育
方
法
を
排
し
子
ど
も
の
個

性
や
自
発
性
を
重
視
す
る
、
大
正
新
教
育
運
動
が
様
々
な
学
校
に

お
い
て
実
践
さ
れ
て
お
り
、
学
校
市
制
の
実
践
も
そ
う
い
っ
た
運

動
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
け
て
、「
学
校
市
制
の
提
唱
」
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
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に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

更
に
又
我
国
の
現
状
を
見
ま
す
る
と
今
や
普
通
選
挙
も
実

施
せ
ら
れ
て
成
年
男
子
は
悉
く
国
家
政
治
に
参
与
す
る
権
利

を
与
へ
ら
れ
、
又
国
家
の
政
治
を
共
に
担
つ
て
い
く
義
務
を

負
は
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
さ
う
し
て
こ
の

運
用
を
正
当
な
ら
し
め
過
失
な
か
ら
し
め
る
こ
と
は
国
民
教

育
者
の
負
う
べ
き
責
任
で
あ
り
ま
し
て
、
殊
に
も
は
や
数
年

な
ら
ず
し
て
こ
の
栄
誉
あ
る
権
利
を
得
よ
う
と
す
る
年
齢
に

在
る
所
の
中
学
生
に
対
し
て
は
教
育
上
最
も
甚
深
の
注
意
を

払
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
か
ら

し
て
も
彼
等
の
自
治
自
制
と
い
ふ
こ
と
を
学
校
に
居
る
中
に

十
分
訓
練
し
て
お
く
と
い
ふ
こ
と
は
甚
だ
緊
要
な
こ
と
で
あ

る
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
一
九
二
五
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
に

よ
っ
て
成
立
し
た
普
通
選
挙
の
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の

「
学
校
市
制
の
提
唱
」
を
執
筆
し
た
人
物
は
不
明
で
あ
る
が
、
普

通
選
挙
の
成
立
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
に
学
校
の
中
で
自
治
訓
練
を

行
う
必
要
性
を
、
当
時
の
立
教
中
学
校
の
教
師
た
ち
が
感
じ
て
い

た
こ
と
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
。
一
九
二
〇
年
代
に
お
い
て
は
、

普
通
選
挙
実
施
に
あ
た
っ
て
文
部
省
お
よ
び
教
育
関
係
者
の
間
で

公
民
教
育
の
必
要
性
が
大
い
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の

中
等
教
育
機
関
に
お
い
て
は
、
課
外
活
動
で
公
民
教
育
を
目
的
と

し
た
生
徒
の
自
治
訓
練
を
行
お
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
⑾

。
こ
の
時
期
に
学
校
市
制
が
制
定
さ
れ
た
の
も
、
こ

う
し
た
社
会
情
勢
お
よ
び
教
育
界
に
お
け
る
動
向
が
反
映
さ
れ
て

い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
（
３
）
学
校
市
制
の
原
型

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
学
校
市
制
は
大
正
新
教
育
運
動
や
普

通
選
挙
の
成
立
を
背
景
と
し
て
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で

は
、
そ
の
条
文
や
組
織
体
系
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
何
か
モ
デ
ル
と
な
っ
た
も
の
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、「
学
校
市
制
の
提
唱
」
に
あ

る
次
の
一
文
で
あ
る
。

近
頃
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ウ
イ
ー
氏
は
実
際
的
訓
練
と
い
ふ
こ
と

が
教
育
の
重
大
な
る
仕
事
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
力
説
し
て

ゐ
ま
す
し
、
又
ウ
イ
ル
ソ
ン
・
エ
ル
ギ
ル
氏
は
近
来
高
等
教

育
を
受
け
た
も
の
が
次
第
に
政
治
に
遠
ざ
か
る
や
う
な
傾
向

の
あ
る
の
は
彼
等
が
学
校
生
徒
で
あ
つ
た
時
分
公
民
と
し
て

の
訓
練
を
十
分
受
け
な
か
つ
た
為
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
国
家

将
来
の
た
め
に
甚
だ
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
意
味

の
こ
と
を
い
つ
て
居
り
ま
す
。
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こ
こ
に
出
て
来
る
二
名
の
人
物
の
う
ち
、「
ジ
ョ
ン
・
デ
イ
ウ

イ
ー
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
・
教
育
学
者

で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
人

の
「
ウ
イ
ル
ソ
ン
・
エ
ル
ギ
ル
（
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
Ｌ
・
ギ
ル
）」

と
は
ア
メ
リ
カ
の
教
師
で
あ
り
、「
即
ち
謂
ふ
所
実
験
法

Laboratory M
ethod

に
よ
り
、（
中
略
）
一
国
の
小
国
民
を
公

民
と
し
て
訓
練
す
る
の
手
段
を
研
究
し
、
且
つ
こ
れ
を
実
行
し
て

奏
効
し
た
る
の
跡
を
叙
し
た
る
も
の
」⑿
と
し
て
、『
新
公
民
（
“A 

N
ew

 Citizenship

”）』
を
著
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
同
著
は

一
九
二
〇
年
、
桐
生
悠
々
の
翻
訳
に
よ
り
『
普
通
選
挙
の
準
備
』

と
い
う
書
名
で
日
本
に
お
い
て
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
著
作

の
中
に
「
学
校
市
」
と
い
う
名
称
の
生
徒
自
治
組
織
が
登
場
す

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
同
著
に
お
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
て
い
る
。

　

公
民
た
る
事
を
含
む
正
し
き
生
活
を
す
る
事
の
実
験
法

は
、
千
八
百
九
十
七
年
を
以
て
発
明
さ
れ
た
。
而
し
て
一
の

体
系
あ
る
計
画
か
紐
育
市
に
於
け
る
一
千
一
百
名
の
移
民
児

童
に
対
し
て
、
行
は
れ
、
且
つ
成
功
し
た
。

　

此
計
画
の
組
立
は
市
の
形
に
於
け
る
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な

一
共
和
国
で
あ
っ
た
。
此
小
共
和
国
は
『
学
校
市
』
と
呼
ば

れ
、
よ

（
マ
マ
）れ
よ
り
発
達
し
た
体
系
が
学
校
立
憲
国
又
は
学
校
共

和
国
と
呼
ば
れ
た
。（
中
略
）

　

一
学
校
が
一
又
は
数
多
の
教
室
か
ら
成
立
つ
て
居
る
か
を

問
は
ず
し
て
、
一
室
が
組
織
の
一
単
位
と
考
へ
ら
れ
、
立

法
、
行
政
、
司
法
な
る
一
切
の
政
治
権
を
有
す
る
。
生
徒
は

法
律
を
制
定
し
、
こ
れ
を
実
行
し
、
困
難
を
排
し
、
役
人
を

選
挙
す
る
。
教
師
は
公
民
で
も
、
役
員
で
も
な
い
。
例
へ
ば

数
学
の
問
題
を
解
決
す
る
が
如
く
、
其
日
常
の
社
会
的
、
公

民
的
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
独
立
的
で
あ
る
こ
と
に
助
力
す

る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
面
白
き
チ
ー
ム
の
遊
戯
に
関
す
る

一
切
の
愉
快
と
喜
び
を
有
し
て
居
る
に
も
拘
ら
ず
、
現
実
の

政
治
で
あ
つ
て
、
遊
戯
の
政
治
で
は
な
い
。
此
政
治
は
村

や
、
町
や
、
群
や
、
市
の
形
を
取
り
得
る
。
種
々
の
教
室
政

治
は
一
州
に
結
付
け
ら
れ
、
種
々
の
州
は
連
邦
政
治
に
結
付

け
ら
れ
得
る
⒀

。

　

以
上
を
見
る
と
、
①
教
室
を
一
つ
の
行
政
単
位
（
市
町
村
）
と

し
、
②
生
徒
は
そ
の
市
の
立
法
・
行
政
・
司
法
を
司
り
、
役
員
を

選
挙
す
る
、
③
教
師
は
何
ら
役
職
に
は
つ
か
ず
、
生
徒
が
独
立
し

て
市
の
政
治
を
行
え
る
よ
う
助
力
す
る
の
み
で
あ
る
、
と
い
う
特

徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
立
教
中
学
校
に
お
け
る
学
校
市
と
比
較

す
る
と
、
立
教
中
学
校
は
学
校
全
体
を
一
つ
の
市
と
し
て
い
る
、

教
師
が
役
員
と
し
て
市
制
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る

も
の
の
、
そ
の
他
の
部
分
で
は
類
似
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
学
校
市
制
を
制
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
に
お
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け
る
「
学
校
市
」
の
試
み
を
参
考
に
し
て
い
る
可
能
性
は
十
分
考

え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
現
実
の
政
治
を
学
校
に
取
り

入
れ
、
実
践
的
な
公
民
教
育
を
行
お
う
と
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な

傾
向
は
立
教
中
学
校
学
校
市
制
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
学
校
市

制
の
条
文
を
見
て
み
る
と
、
実
際
の
「
市
制
」⒁
の
条
文
と
酷
似
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
両
者
の
条
文
の
対
比
を
掲
げ
て

お
く
。

　

こ
れ
を
見
る
と
、
条
文
の
文
言
、
選
挙
の
方
法
、
参
事
会
等
の

名
称
な
ど
、
両
者
は
酷
似
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
当
時
の
立
教
中
学
校
の
教
師
た
ち
は
「
実
際
的
訓
練
」
を
重

視
し
、
実
際
の
「
市
制
」
の
簡
易
版
と
し
て
学
校
市
制
の
制
度
を

考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

【
表
】　
「
学
校
市
制
」
と
「
市
制
」
の
条
文
の
対
比

学
校
市
制

市
制

第
三
条　

�（
前
略
）
生
徒
ハ
学
校
市
ノ
選
挙
ニ
参
与
シ
学
校
市
ノ
名
誉
職
ニ
選

挙
セ
ラ
ル
ヽ
権
利
ヲ
有
シ
学
校
市
ノ
名
誉
職
ヲ
担
任
ス
ル
義
務
ヲ

負
フ
（
後
略
）

第
十
条　

�

市
公
民
ハ
市
ノ
選
挙
ニ
参
与
シ
市
ノ
名
誉
職
ニ
選
挙
セ
ラ
ル
ル
権

利
ヲ
有
シ
市
ノ
名
誉
職
ヲ
担
任
ス
ル
義
務
ヲ
負
フ
（
後
略
）

第
四
条　

�

学
校
市
民
ハ
学
校
市
ノ
営
造
物
器
具
ヲ
共
用
ス
ル
権
利
ヲ
有
シ
及

ビ
之
ヲ
保
管
シ
学
校
市
ノ
事
務
ヲ
分
任
ス
ル
義
務
ヲ
負
フ

第
八
条　

�（
前
略
）
市
住
民
ハ
本
法
ニ
従
ヒ
市
ノ
財
産
及
営
造
物
ヲ
共
用
ス
ル

権
利
ヲ
有
シ
市
ノ
負
担
ヲ
分
任
ス
ル
義
務
ヲ
負
フ

第
十
三
条　

�（
前
略
）
得
票
ノ
数
同
ジ
キ
ト
キ
ハ
年
長
者
ヲ
取
リ
年
齢
同
ジ
キ

ト
キ
ハ
選
挙
長
抽
籤
ヲ
以
テ
之
ヲ
定
ム
（
後
略
）

第
三
十
条　

�（
前
略
）
前
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
当
選
者
ヲ
定
ム
ル
ニ
当
リ
得
票
ノ

数
同
シ
キ
ト
キ
ハ
年
長
者
ヲ
取
リ
年
齢
同
シ
キ
ト
キ
ハ
選
挙
長

抽
籤
シ
テ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ

第
二
十
一
条　

�

学
校
市
会
ハ
学
校
市
ニ
関
ス
ル
事
件
ヲ
議
決
シ
学
校
区
会
ノ

提
出
ニ
係
ル
議
案
及
ビ
諸
部
ノ
細
則
ヲ
審
議
ス

第
四
十
一
条　

�

市
会
ハ
市
ニ
関
ス
ル
事
件
及
法
律
勅
令
ニ
依
リ
其
ノ
権
限
ニ

属
ス
ル
事
件
ヲ
議
決
ス

第
二
十
二
条　

�

学
校
市
会
ハ
其
権
限
ニ
属
ス
ル
事
項
ノ
一
部
ヲ
学
校
市
参
事

会
ニ
委
任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
四
十
三
条　

�

市
会
ハ
其
ノ
権
限
ニ
属
ス
ル
事
項
ノ
一
部
ヲ
市
参
事
会
ニ
委

任
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

第
二
十
三
条　
（
前
略
）
議
長
故
障
ア
ル
ト
キ
ハ
副
議
長
之
ニ
代
ル

第
四
十
九
条　

議
長
故
障
ア
ル
ト
キ
ハ
副
議
長
之
ニ
代
ハ
リ
（
後
略
）
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第
二
十
五
条　

�

学
校
市
会
ハ
学
校
市
会
議
員
定
数
ノ
半
数
以
上
出
席
ス
ル
ニ

非
レ
バ
会
議
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
ズ

　
　
　
　
　
　

�

学
校
市
会
ノ
議
事
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル
ト

キ
ハ
議
長
ノ
決
ス
ル
所
ニ
依
ル

第
五
十
二
条　

�

市
会
ハ
議
員
定
数
ノ
半
数
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
会
議

ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
ス
（
後
略
）

第
五
十
三
条　

�

市
会
ノ
議
事
ハ
過
半
数
ヲ
以
テ
決
ス
可
否
同
数
ナ
ル
ト
キ
ハ

議
長
ノ
決
ス
ル
所
ニ
依
ル

第
二
十
六
条　

�
学
校
市
ニ
学
校
市
参
事
会
ヲ
置
キ
左
ノ
職
員
ヲ
以
テ
組
織
ス

（
後
略
）

第
六
十
四
条　

�

市
ニ
市
参
事
会
ヲ
置
キ
左
ノ
職
員
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス
（
後

略
）

第
二
十
七
条　

�

名
誉
職
学
校
市
参
事
会
員
ノ
任
期
ハ
学
校
市
会
議
員
ノ
任
期

ニ
依
ル

第
六
十
五
条　

�（
前
略
）
名
誉
職
参
事
会
員
ノ
任
期
ハ
市
会
議
員
ノ
任
期
ニ
依

ル
（
後
略
）

第
二
十
八
条　

学
校
市
参
事
会
ノ
職
務
権
限
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　
（
第
一
項
省
略
）

　
　
　
　
　

二�　

学
校
市
会
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
タ
ル
件
ヲ
議
決
ス
ル
コ
ト
（
後

略
）

第
六
十
七
条　

市
参
事
会
ノ
職
務
権
限
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

一�　

市
会
ノ
権
限
ニ
属
ス
ル
事
件
ニ
シ
テ
其
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
タ
ル

モ
ノ
ヲ
議
決
ス
ル
事
（
後
略
）

第
三
十
一
条　

�

学
校
市
参
事
会
ハ
議
長
及
ビ
学
校
市
参
事
会
員
定
数
ノ
三
分

ノ
二
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非
レ
バ
会
議
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ
得
ズ

（
後
略
）

第
七
十
条　

�

市
参
事
会
ハ
議
長
又
ハ
其
代
理
者
及
名
誉
職
参
事
会
員
定
数
ノ

半
数
以
上
出
席
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
ト
キ
ハ
会
議
ヲ
開
ク
コ
ト
ヲ

得
ス
（
後
略
）

第
三
十
三
条　

学
校
市
長
ハ
学
校
市
ヲ
統
轄
シ
学
校
市
ヲ
代
表
ス

第
三
十
四
条　

学
校
市
長
ノ
担
任
ス
ル
事
務
ノ
概
目
左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　

一�　

学
校
市
参
事
会
学
校
区
会
ノ
議
決
ニ
付
ス
ベ
キ
事
件
ニ
付

キ
其
ノ
議
案
ヲ
発
シ
及
ビ
其
ノ
議
決
ヲ
執
行
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　

二　

学
校
ノ
財
産
及
ビ
営
造
物
ヲ
管
理
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
　
　
（
第
三
項
省
略
）

第
八
十
七
条　

�

市
長
ハ
市
ヲ
統
轄
シ
市
ヲ
代
表
ス
市
長
ノ
担
任
ス
ル
事
務
ノ

概
目
左
ノ
如
シ

　
　
　
　

一�　

市
会
及
市
参
事
会
ノ
議
決
ヲ
経
ヘ
キ
事
件
ニ
付
其
ノ
議
案
ヲ

発
シ
及
其
ノ
議
決
ヲ
執
行
ス
ル
事

　
　
　
　

二　

財
産
及
営
造
物
ヲ
管
理
ス
ル
事
（
後
略
）

第
三
十
五
条　

�

学
校
市
長
ハ
学
校
市
役
員
ヲ
指
揮
監
督
シ
之
ガ
任
免
ヲ
ナ
ス

コ
ト
ヲ
得

第
八
十
九
条　

�

市
長
ハ
市
吏
員
ヲ
指
揮
監
督
シ
之
ニ
対
シ
懲
戒
ヲ
行
フ
コ
ト

ヲ
得
（
後
略
）

第
四
十
一
条　

�

学
校
市
ハ
必
要
ニ
応
ジ
臨
時
又
ハ
常
設
ノ
委
員
ヲ
設
ク
ル
コ

ト
ヲ
得
（
後
略
）

第
八
十
三
条　

市
ハ
臨
時
又
ハ
常
設
ノ
委
員
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得
（
後
略
）
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（
４
）
学
内
外
か
ら
の
反
響
お
よ
び
評
価

　

最
後
に
、
当
時
の
新
聞
等
に
掲
載
さ
れ
た
、
学
校
市
制
に
関
す

る
学
内
外
か
ら
の
反
響
お
よ
び
評
価
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
学
外
か
ら
の
反
響
で
あ
る
。『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二

六
年
二
月
十
八
日
朝
刊
に
は
、「
市
長
に
な
る
校
長
さ
ん
」
と
い

う
見
出
し
で
、
学
校
市
制
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
⒂

。

こ
れ
は
学
校
市
制
実
施
以
前
の
記
事
で
あ
る
の
で
、
計
画
の
概
要

を
紹
介
し
た
の
み
で
あ
る
が
、「
こ
の
試
み
は
欧
米
に
も
未
だ
試

み
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
各
方
面
か
ら
重
視
さ
れ
て
ゐ
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
伝
道
機
関
誌
『
ス

ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』
一
九
二
六
年
九
月
号
に
お

い
て
は
、ʻT

he Educational D
epartm

ent of T
okyoʼ

（
東
京

府
学
務
部
の
こ
と
か
）
が
学
校
市
制
に
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
立
教
の
教
育
理
念
が
東
京
の
学
生
生
活

の
模
範
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
と
い
う

趣
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
⒃

。
前
述
の
通
り
、「
学
校
市
」

の
試
み
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
既
に
行
わ
れ
て
お
り
、
記
事
内
容

の
真
偽
に
つ
い
て
疑
わ
し
い
部
分
は
多
々
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
時
期
の
日
本
に
お
い
て
、「
学
校
市
」
と
い
う
名
称
を

用
い
た
組
織
お
よ
び
取
り
組
み
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
ら
れ
な

い
。
そ
の
た
め
、
世
間
の
注
目
を
浴
び
た
と
い
う
こ
と
は
確
か
で

あ
ろ
う
。

　

次
に
学
内
か
ら
の
反
響
お
よ
び
評
価
で
あ
る
。『
い
し
す
ゑ
』

第
二
八
号
に
は
、「
わ
が
校
の
誇
」
と
題
し
た
当
時
五
年
生
の
佃

正
昊
（
後
の
立
教
大
学
総
長
）
か
ら
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
わ
が
校
の
誇
、
そ
れ
は
、『
輝
か
し
き
自

治
生
活
』
の
一
言
に
尽
き
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

「
こ
の
誇
る
べ
き
成
果
の
一
と
し
て
、
上
級
、
下
級
間
の
敬
礼
励

行
を
挙
げ
得
る
。（
中
略
）
こ
れ
等
に
よ
り
生
徒
間
一
切
の
事
は
、

生
徒
の
手
に
よ
つ
て
気
持
よ
く
処
理
さ
れ
、
わ
れ
等
は
愉
快
に
学

校
生
活
を
送
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
⒄

。
敬
礼
励

行
は
一
九
二
九
年
二
月
に
学
校
市
参
事
会
お
よ
び
市
会
に
お
い
て

決
議
さ
れ
た
事
項
で
あ
る
（
35
頁
【
資
料
】
参
照
）。
こ
の
こ
と

を
は
じ
め
と
し
て
、
生
徒
間
の
こ
と
を
生
徒
自
身
が
決
め
て
処
理

を
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
佃
に
と
っ
て
は
「
輝
か
し
き
自
治
生

活
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
学
校
市
制
の
制
定
に
携
わ
り
、
一
九
三
六
年
か
ら
は
学

校
市
長
（
校
長
）
と
し
て
学
校
市
制
に
関
わ
っ
た
帆
足
秀
三
郎
の

回
想
に
よ
る
と
、「
学
校
全
体
の
こ
と
に
関
す
る
市
会
、
各
組
の

自
治
の
た
め
に
あ
る
区
会
の
運
営
は
な
か
な
か
困
難
で
、
理
想
に

は
可
成
り
遠
か
っ
た
が
、
実
行
方
面
で
は
相
当
の
成
功
を
し
た
と

思
う
。
殊
に
風
紀
部
員
の
自
治
活
動
に
は
目
覚
し
い
も
の
が
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
⒅

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
風
紀
部
等
、
執
行
機

関
に
つ
い
て
は
機
能
し
て
い
た
が
、
区
会
・
市
会
等
、
決
議
機
関

に
つ
い
て
は
上
手
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
学
内
か
ら
の
反
響
で
刮
目
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
立
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教
大
学
か
ら
の
反
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
立
教
大
学
新
聞
』
に
お

い
て
は
度
々
学
校
市
制
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
一

九
二
六
年
一
月
五
日
付
の
同
紙
に
お
い
て
は
、「
大
学
自
治
を
目

標
に　

学
生
評
議
会
を
作
れ
」
と
い
う
見
出
し
で
、
以
下
の
よ
う

な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

先
に
立
教
中
学
が
新
学
年
よ
り
自
治
精
神
の
涵
養
を
目
的
と

し
て
学
校
市
制
を
布
き
て
学
校
当
局
と
学
生
が
協
議
し
て
学

校
立
法
の
事
に
当
る
事
を
発
表
し
て
以
来
、
久
し
く
自
治
を

忘
れ
て
居
た
大
学
に
於
て
も
自
治
要
求
の
声
が
上
る
に
至
っ

た
。
即
ち
、
大
学
は
本
来
学
年
と
教
授
が
相
一
致
協
力
し
て

始
め
て
統
一
あ
る
一
個
の
機
関
と
し
て
活
動
す
る
も
の
で

あ
っ
て
其
の
為
に
は
学
生
が
評
議
会
を
組
織
し
て
大
学
当
局

の
諒
解
の
下
に
自
治
制
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

云
ふ
の
が
此
の
主
張
の
要
点
で
あ
る
⒆

。

　

同
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
学
生
評
議
会
構
想
は
、「
各
ク
ラ
ス

よ
り
三
名
自
至
五
名
の
委
員
を
選
出
し
之
を
以
て
学
生
評
議
会
を

形
成
し
学
生
の
日
常
生
活
に
関
す
る
規
律
は
此
の
評
議
会
を
以
て

よ
く
保
つ
と
共
に
大
学
当
局
と
協
力
し
て
完
全
な
る
自
治
制
を
布

か
ん
と
す
る
企
て
」
で
あ
る
。
各
ク
ラ
ス
か
ら
委
員
を
選
出
す
る
、

学
生
の
日
常
生
活
に
関
す
る
規
律
を
保
つ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
な
ど
、
学
校
市
制
と
共
通
す
る
部
分
も
多
い
。
こ
の
学
生

評
議
会
構
想
に
学
校
市
制
が
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
て
い
る
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
学
校
市
制
が
立
教
大
学
の
学
生
に
与
え
た
影
響

に
つ
い
て
も
今
後
調
査
し
て
い
く
価
値
は
あ
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
立
教
中
学
校
学
校
市
制
の
創
設
者
、
設
立
の
背
景
、
お

よ
び
学
内
外
か
ら
の
評
価
等
、
新
聞
・
雑
誌
等
の
史
料
か
ら
判
明

し
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
仮
説
の
提
示
に
止
ま
っ
た
部

分
も
多
い
が
、
史
料
の
制
約
の
た
め
現
段
階
で
叙
述
出
来
る
の
は

こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
史
料
を
集
め
て
、
こ
れ
ら
の
仮

説
を
立
証
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
ま
た
、
今
回

述
べ
て
き
た
の
は
い
わ
ば
学
校
市
制
の
「
周
辺
領
域
」
で
あ
り
、

そ
の
中
心
部
分
で
あ
る
市
会
・
参
事
会
等
の
運
営
、
各
部
の
実
際

の
活
動
、
教
職
員
と
生
徒
委
員
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
の
詳
細
は

ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
、
可
能
な
限

り
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

〈
謝
辞
〉

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
伊
藤
俊
太
郎
氏
に
は
学
校
市
制
に

つ
い
て
調
査
し
て
い
く
う
え
で
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
舟
橋
正
真
氏
（
日
本
大
学
大
学
院
）
に
は
、【
資

料
】
の
作
成
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
他
、『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ

も
様
々
な
か
た
ち
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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ブ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』
の
記
事
の
所
在
を
教
示
し
て
く
だ
さ
っ
た

大
江
満
氏
を
は
じ
め
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
員
の
方
々
に

も
様
々
な
か
た
ち
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

【
資
料
】「
学
校
市
諸
記
録　
大
正
十
五
年
」
内
容
一
覧

年

月
日

会
議
種
別

概
要

一
九
二
六
年
五
月
一
日

市
会

【
決
議
案
】

其
一
、
校
舎
新
築
落
城
式
ノ
挙
行
セ
ラ
ル
ル
ニ
際
シ
米
国
聖
公
会
伝
道
協
会
立
教
学
院
設
立
者
ジ
ョ
ン
・
マ
キ

ム
猊
下
及
立
教
学
院
総
理
シ
・
エ
ス
・
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
猊
下
ノ
献
身
的
奉
仕
ニ
対
シ
深
厚
ナ
ル
感
謝
ノ
意

ヲ
表
ス
〔
中
略
〕
感
謝
状
及
記
念
品
贈
呈
ニ
関
シ
テ
ハ
一
切
之
ヲ
学
校
市
長
ニ
一
任
ス
ル
コ
ト
／
其
二
、
新
築

落
城
式
ニ
際
シ
学
校
ノ
風
紀
衛
生
設
備
等
ニ
関
シ
特
ニ
当
日
進
ン
デ
学
校
当
局
ト
協
力
ス
ル
コ
ト
ヲ
希
望
ス

一
九
二
六
年
五
月
一
九
日

区
長
会

各
区
長
ノ
報
告
／
各
区
記
録
ヲ
調
製
ス
ル
コ
ト
／
明
日
ノ
区
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
議
案　

イ
．
議
案
提
出
ノ
件
、

ロ
．
区
記
録
ノ
件

一
九
二
六
年
六
月
二
二
日

参
事
会

【
決
議
事
項
】

鉛
筆
削
用
ト
シ
テ
ノ
ナ
イ
フ
ヲ
携
帯
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。
但
シ
削
屑
ハ
各
自
適
宜
ニ
処
理
ス
ル
コ
ト
／
掃
除
規
定

ハ
在
来
ノ
モ
ノ
ノ
踏
襲
／
上
靴
ノ
コ
ハ
ゼ
ヲ
正
シ
ク
ツ
ク
ル
コ
ト
／

【
声
明
書
議
決
】

吾
人
ハ
試
験
ニ
際
シ
学
校
市
民
ト
シ
テ
ノ
体
面
ヲ
汚
サ
ザ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
す

一
九
二
六
年
六
月
二
四
日

市
会

小
島
市
長
ヨ
リ
米
国
聖
公
会
幹
事
長
ウ
ツ
ド
博
士
ヨ
リ
学
校
市
会
ニ
宛
テ
ラ
レ
タ
ル
手
書
ニ
就
テ
説
明
ア
リ
／

前
々
日
ノ
市
参
事
会
ニ
於
テ
議
決
セ
ラ
レ
タ
ル
通
リ
各
案
可
決
ス

一
九
二
六
年
一
一
月
四
日

参
事
会

【
決
議
事
項
】

上
靴
ノ
マ
ヽ
校
庭
ニ
出
デ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
励
行
ス
（
五
乙
提
出
）

【
懇
談
事
項
】

イ
．
掃
除
用
ト
シ
テ
丁
字
棒
ノ
使
用
如
何
（
五
甲
提
出
）
／
ロ
．
休
憩
時
間
ニ
当
番
（
班
長
二
名
）
ヲ
置
ク
コ

ト
如
何
（
風
紀
部
提
出
）
／
ハ
．
五
年
風
紀
部
々
員
ニ
徽
章
ヲ
付
ク
ル
コ
ト
如
何
（
同
左
）

一
九
二
六
年
一
一
月
五
日

市
会

市
長
所
感
／
風
紀
部
主
事
報
告
並
所
感
／
衛
生
部
主
事
報
告
並
所
感　

報
告
．
イ
．
掃
除
規
定
ハ
市
制
発
布
前

ノ
モ
ノ
ヲ
踏
襲
セ
ル
コ
ト　

ロ
．
特
別
ニ
掃
除
ノ
大
検
閲
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト
／
設
備
主
事
所
感

【
決
議
事
項
】

昨
日
ノ
市
参
事
会
ニ
於
テ
決
議
セ
ル
原
案
ヲ
可
決
シ
タ
リ
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一
九
二
六
年
一
一
月
一
五
日
臨
時
市
会

【
決
議
案
】

杉
野
会
計
顧
問
ノ
逝
去
ニ
対
シ
哀
悼
ノ
意
ヲ
表
ス
ル
タ
メ
花
輪
及
線
香
ヲ
贈
呈
ス
ル
コ
ト

一
九
二
七
年
二
月
一
六
日

参
事
会

【
決
議
案
】

教
科
書
其
他
ノ
所
持
品
ニ
姓
名
ノ
記
入
ヲ
励
行
ス
ル
コ
ト
（
五
甲
提
出
）

一
九
二
七
年
二
月
一
七
日

市
会

昨
日
の
市
参
事
会
に
決
議
し
た
る
原
案
を
可
決
す
。

一
九
二
七
年
六
月
一
六
日

参
事
会

ボ
ー
ル
ド
拭
ひ
は
東
西
地
階
入
口
に
て
払
ふ
こ
と
（
四
乙
、
水
谷
提
出
）
／
学
校
市
投
書
箱
を
設
置
す
る
こ
と

（
同
、
大
坪
提
出
）
／
学
校
市
第
一
部
主
事
滋
賀
先
生
の
御
病
気
を
見
舞
ふ
こ
と
（
同
、
森
提
出
）
／
教
室
及

校
内
を
一
層
清
潔
に
整
頓
す
る
こ
と
（
五
甲
、
大
井
提
出
）
／
学
用
品
に
は
な
る
ば
く
国
産
品
を
愛
用
す
る
こ

と
（
同
）
／
右
五
項
、
明
日
の
市
会
に
提
出
す
べ
き
原
案
と
し
て
之
を
議
決
し
た
り
。

一
九
二
七
年
六
月
一
七
日

市
会

昨
日
の
市
参
事
会
原
案
の
中
、
第
二
項
を
除
き
全
部
可
決
す
。

一
九
二
七
年
一
一
月
九
日

参
事
会

【
区
長
報
告
】

イ
．
現
在
ノ
上
靴
ハ
破
損
シ
易
シ
。
改
良
ヲ
望
ム
（
五
乙
区
提
出
）　

改
良
ヲ
加
ヘ
、
更
ニ
市
参
事
会
ニ
謀
ル

コ
ト
ト
セ
リ
／
ロ
．
上
靴
紛
失
ノ
防
止
ヲ
望
ム
（
一
甲
、
一
乙
、
五
乙
区
提
出
）
／
ハ
．
校
歌
、
応
援
歌
ノ
作

製
ヲ
望
ム
（
四
乙
区
提
出
）

【
決
議
案
】

昭
和
二
年
十
一
月
十
九
日
（
土
）
マ
デ
ニ
上
靴
ヲ
整
ヘ
、
姓
名
ヲ
明
記
ス
ル
コ
ト
（
五
乙
区
、
村
島
説
明
）

【
議
事
】

立
教
中
学
校
学
校
市
制
ニ
改
正
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
（
帆
足
氏
説
明
）
／
市
長
・
区
長
四
名
（
諸
星
・
滋
賀
・
橘
・

帆
足
四
氏
）
市
参
事
会
員
四
名
（
五
甲
石
川
・
五
乙
斉
藤
・
四
乙
水
谷
四
氏
）
ヲ
以
テ
市
制
改
定
委
員
会
ヲ
設

置
シ
、
考
究
ノ
上
、
次
回
ニ
之
ヲ
提
示
ス
ル
コ
ト
。

一
九
二
七
年
一
一
月
一
〇
日
市
会

前
日
、
市
参
事
会
に
て
決
議
し
た
る
案
を
上
程
、
可
決
す
。

一
九
二
八
年
二
月
一
五
日

市
制
改
定
委

員
会

別
紙
原
案
を
可
決
す
。

一
九
二
八
年
二
月
一
六
日

参
事
会

昨
日
の
市
制
改
定
委
員
会
席
上
可
決
せ
ら
れ
た
る
原
案
に
就
い
て
協
議
の
結
果
之
を
可
決
す
。

一
九
二
八
年
二
月
一
七
日

市
会

昨
日
の
市
参
事
会
を
通
過
し
た
る
原
案
を
可
決
す
。

一
九
二
八
年
六
月
二
〇
日

参
事
会

市
長
、
所
感
ヲ
述
ブ
／
第
一
部
（
総
務
）
主
事
、
市
民
費
ノ
件
ニ
就
テ
報
告
ス
／
第
三
部
（
衛
生
）
委
員
五
乙

大
坪
君
ヨ
リ
提
案
ア
リ　

経
済
ヲ
取
散
ラ
サ
ヌ
ヤ
ウ
注
意
イ
タ
シ
マ
セ
ウ
／
第
二
部
（
風
紀
）
委
員
五
乙
水
谷

君
ヨ
リ
提
案
ア
リ　

昼
食
時
間
以
外
ニ
モ
ノ
ヲ
食
ベ
ヌ
コ
ト
／
第
四
部
（
設
備
）
委
員
五
乙
森
君
ヨ
リ
提
案
ア

リ　

近
来
学
校
器
具
ノ
破
損
多
キ
ニ
鑑
ミ
市
民
ハ
器
具
愛
護
ノ
精
神
ヲ
発
揮
ス
ル
コ
ト
／
右
ノ
中
、
第
三
第
四

第
五
ノ
三
項
ハ
之
ヲ
次
ノ
市
会
ニ
諮
ル
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
可
決
ス
。
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一
九
二
八
年
六
月
二
六
日

市
会

先
般
ノ
市
参
事
会
ニ
テ
決
議
セ
ラ
レ
タ
ル
原
案
ヲ
提
出
シ
テ
可
決
ス

一
九
二
八
年
一
一
月
五
日

奉
祝
臨
時
市

会

御
大
礼
記
念
事
業
ト
シ
テ
屋
上
ニ
旗
竿
ヲ
設
置
シ
植
樹
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。
右
ニ
就
テ
ハ
学
生
ハ
金
貳
拾
銭
、
職
員

ハ
金
壹
円
ヲ
醵
出
ス
ル
コ
ト
。

一
九
二
八
年
一
二
月
一
七
日
参
事
会

【
報
告
】

市
長
ヨ
リ
。
奉
祝
費
会
計
ニ
就
テ
。
／
総
務
部
主
事
ヨ
リ
。
東
京
朝
日
新
聞
社
主
催
同
情
週
間
ニ
金
五
円
寄
付

シ
タ
ル
コ
ト
。
／
衛
生
部
主
事
ヨ
リ
。
来
十
二
月
二
十
一
日
（
金
）
特
別
大
掃
除
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

【
議
案
―
明
日
ノ
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
シ
テ
以
下
ノ
二
甲
ヲ
可
決
ス
】

近
来
外
被
ノ
釦
ヲ
外
シ
タ
マ
ヽ
着
テ
ヰ
ル
者
ヲ
大
分
見
受
ケ
ル
ガ
甚
ダ
不
体
裁
故
之
ヲ
改
メ
マ
セ
ウ
。
―
四
甲

区
提
出
―
／
奉
祝
費
ノ
残
額
ヲ
以
テ
陶
製
施
瓶
ヲ
購
求
ス
ル
コ
ト
。

一
九
二
八
年
一
二
月
一
八
日
市
会

昨
日
ノ
市
参
事
会
通
リ
ト
順
序
ニ
ヨ
リ
報
告
、
議
決
ヲ
オ
ハ
リ
、
議
員
ニ
十
五
枚
ヅ
ヽ
同
情
ス
タ
ン
プ
ヲ
配
布

セ
リ
。
但
シ
議
案
第
一
項
ニ
字
句
ノ
修
正
ヲ
加
ヘ
テ
可
決
ス
。
／
近
来
外
被
ヲ
整
然
ト
着
用
セ
ザ
ル
者
ヲ
大
分

見
受
ケ
ル
ガ
甚
ダ
不
体
裁
故
之
ヲ
改
メ
マ
セ
ウ
―
五
乙
区
提
案
―

一
九
二
九
年
二
月
一
三
日

参
事
会

【
報
告
】

花
瓶
購
求
に
就
て
、
価
格
金
参
拾
円
―
小
島
氏
ヨ
リ
―

【
決
議
】

吾
人
ハ
郊
外
ニ
於
テ
敬
礼
ヲ
励
行
ス
ル
コ
ト
ヲ
期
ス
。
四
乙
区
提
案
。
右
ハ
明
日
ノ
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
原
案

ト
シ
テ
可
決
ス
。
／
明
日
ノ
市
会
ニ
於
テ
五
年
級
市
会
議
員
ノ
送
別
ヲ
ナ
ス
。
―
総
務
部
一
任
―

一
九
二
九
年
二
月
一
四
日

市
会

【
報
告
】

市
長
及
各
部
主
事
ヨ
リ
夫
々
一
年
間
ニ
於
ケ
ル
報
告
及
所
感
ア
リ
。

【
議
案
】

前
日
ノ
市
参
事
会
ニ
テ
可
決
セ
ラ
レ
タ
ル
「
敬
礼
ノ
件
」
ヲ
決
議
ス
。

【
五
年
市
参
事
会
員
送
別
会
】

一
九
二
九
年
六
月
二
六
日

参
事
会

【
決
議
事
項
】

第
一
項　

夏
休
ヲ
有
意
義
ニ
送
ラ
シ
ム
ル
ノ
件
（
小
島
氏
提
案
）／
第
二
項　

三
部
ノ
標
語
（
図
案
ヲ
モ
含
ム
）

募
集
ノ
件
（
山
本
氏
提
案
）
／
右
委
員
付
託
ト
ナ
ス
。

一
九
二
九
年
六
月
二
七
日

市
会

第
一
項　

吾
人
は
国
事
ノ
多
端
ニ
鑑
ミ
五
十
日
ノ
長
日
子
ヲ
充
実
シ
タ
ル
生
活
ヲ
以
テ
過
サ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

五
甲
、
彦
坂
説
明
。
／
第
二
項　

風
紀
部
衛
生
部
設
備
部
ノ
標
語
入
ポ
ス
タ
ー
ヲ
募
集
ス
ル
コ
ト
。
五
乙　

藤

澤
説
明
（
募
集
規
定
ハ
「
い
し
す
ゑ
第
十
五
号
」
参
照
）
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一
九
二
九
年
一
二
月
一
〇
日
参
事
会

明
日
ノ
市
会
ニ
提
案
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
以
下
一
項
ヲ
決
議
ス
。

教
科
書
・
体
操
帽
・
外
被
・
ゲ
ー
ト
ル
・
靴
等
ハ
各
自
整
頓
シ
、
貸
借
セ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
厳
守
ス
。
右
声
明
ス
。

小
島
市
長
提
案
、
五
乙
木
山
田
説
明
。

【
総
務
部
報
告
】

九
月
二
十
一
日
、
濱
中
先
生
退
職
ニ
際
シ
金
五
拾
円
を
支
出
ス
／
十
月
三
十
一
日
、
標
語
・
図
案
当
選
者
ニ
商

品
ヲ
交
付
ス
／
十
月
五
日
、
故
ウ
イ
リ
ア
ム
氏
記
念
碑
建
設
ニ
金
弐
拾
円
支
出
ス
／
十
二
月
三
日
、
東
朝
同
情

ス
タ
ン
プ
五
百
枚
購
求

一
九
二
九
年
一
二
月
一
一
日
市
会

昨
日
ノ
市
参
事
会
可
決
ノ
提
案
ヲ
可
決
シ
―
起
立
ニ
ヨ
リ
―
同
情
ス
タ
ン
プ
ヲ
各
員
ニ
頒
布
セ
リ
。

一
九
三
〇
年
二
月
一
八
日

参
事
会

【
決
議
】

明
日
ノ
市
会
ニ
於
イ
テ
五
年
級
市
会
議
員
ノ
送
別
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。
右
、
準
備
ハ
之
ヲ
総
務
部
主
事
ニ
一
任
ス
ル

コ
ト
。

一
九
三
〇
年
二
月
一
九
日

市
会

総
務
（
諸
星
）
風
紀
（
帆
足
）
衛
生
（
山
本
）
設
備
（
前
島
）
各
部
主
事
ヨ
リ
昭
和
四
年
度
報
告
ア
リ
。
／
右

終
ツ
テ
五
年
級
市
会
議
員
送
別
会
ヲ
開
ク
。
菓
子
包
頒
布
。

一
九
三
〇
年
六
月
二
三
日

参
事
会

市
長
報
告
、
ミ
セ
ス
・
フ
ッ
ト
御
退
職
ニ
際
シ
人
形
（
少
女
価
十
五
円
）
ヲ
購
リ
シ
件
ニ
就
イ
テ
。（
別
紙
礼

状
参
照
）
／
昼
食
時
間
外
ニ
物
ヲ
食
ハ
ヌ
事
及
敬
礼
励
行
ノ
件
以
上
二
項
ハ
既
ニ
市
会
ニ
於
テ
決
議
シ
タ
ル
所

ナ
レ
ド
モ
、
此
ノ
際
各
区
長
ヨ
リ
猶
徹
底
セ
シ
ム
ル
コ
ト
。
／
消
ご
む
（
ボ
ー
ル
式
）
使
用
ヲ
禁
ズ
ル
コ
ト
。

（
帆
足
氏
）

【
決
議
案
（
明
日
ノ
市
会
ニ
提
案
ス
ベ
キ
モ
ノ
）】

野
球
其
ノ
他
ノ
対
抗
競
技
ニ
臨
ミ
学
生
競
技
ノ
本
旨
ニ
鑑
ミ
テ
低
劣
ナ
リ
言
動
ヲ
為
サ
ザ
ル
ヤ
ウ
各
自
相
戒
ム

ル
コ
ト
。
右
決
議
ス
。（
二
乙
区
長
垣
内
氏
説
明
。
久
保
田
君
提
案
）
／
通
学
ノ
途
上
飲
食
店
ニ
立
寄
ラ
ザ
ル

コ
ト
ヲ
厳
守
ス
。
右
声
明
ス
。（
五
乙
・
高
橋
君
説
明
及
提
案
）

一
九
三
〇
年
六
月
二
四
日

市
会

昨
日
ノ
市
参
事
会
席
上
ニ
於
イ
テ
決
議
シ
タ
ル
二
項
ヲ
可
決
ス
。

一
九
三
〇
年
一
〇
月
三
一
日
臨
時
市
会

本
学
校
市
ハ
浅
越
・
市
川
両
先
生
ガ
教
育
勅
語
煥
発
四
十
年
記
念
日
ニ
際
シ
東
京
府
ヨ
リ
表
彰
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ

対
シ
記
念
品
ヲ
贈
呈
シ
テ
祝
意
ヲ
表
ス
コ
ト
。
但
ソ
ノ
方
法
ハ
学
校
市
長
及
ビ
総
務
部
ニ
一
任
ス
ル
コ
ト
。

一
九
三
〇
年
一
二
月
八
日

参
事
会

【
総
務
部
報
告
】

市
川
・
浅
越
両
先
生
ヘ
ノ
贈
物
ノ
件
（
壱
百
円
）
／
バ
チ
ュ
ラ
ア
博
士
ヘ
ノ
寄
附
ノ
件
（
五
拾
円
）
／
筥
崎
宮

ヘ
ノ
寄
附
ノ
件
（
拾
円
）
／
東
朝
社
同
情
ス
タ
ン
プ
購
求
ノ
件
（
五
円
）

【
決
議
案
】

吾
人
ハ
近
時
礼
法
ノ
衰
退
ヲ
慮
リ
之
ヲ
矯
正
ス
ル
コ
ト
ニ
努
メ
其
ノ
一
ト
シ
テ
特
ニ
室
内
ノ
脱
帽
ヲ
励
行
ス
ル

コ
ト　

右
決
議
ス
（
五
甲
、
青
木
説
明
）
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一
九
三
〇
年
一
二
月
九
日

市
会

昨
日
ノ
決
議
案
ヲ
可
決
ス
。

一
九
三
一
年
二
月
一
八
日

参
事
会

市
長
所
感
／
質
問
事
項
―
市
民
費
ニ
就
イ
テ
（
五
甲
小
澤
君
ヨ
リ
）

一
九
三
一
年
二
月
一
九
日

市
会

市
長
・
各
部
主
事
ノ
報
告
・
所
感
／
五
年
議
員
送
別
会
。
四
甲
、
松
下
送
辞
―
五
乙
、
川
上
謝
辞

一
九
三
一
年
六
月
二
二
日

参
事
会

議
案
な
く
、
市
長
の
希
望
並
所
感
あ
り
散
会
。

一
九
三
一
年
六
月
二
三
日

市
会

各
部
主
事
よ
り
所
感
並
希
望
を
述
べ
て
散
会
。

一
九
三
一
年
一
一
月
二
四
日
臨
時
市
会

【
決
議
案
】
―
市
長
よ
り
市
参
事
会
ヲ
省
略
シ
タ
ル
理
由
ヲ
述
ベ
テ
提
案
―

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
報
国
ノ
赤
誠
ト
平
和
擁
護
ノ
熱
愛
ト
ヲ
以
テ
満
洲
ノ
天
地
ニ
献
身
盡
瘁
シ
ツ
ヽ
ア
ル
皇

軍
ニ
対
シ
至
深
至
厚
ナ
ル
満
腔
ノ
感
謝
ヲ
捧
ゲ
ン
ガ
為
学
校
市
民
ノ
醵
金
ヲ
贈
呈
シ
テ
誠
意
ノ
万
一
ヲ
表
セ
ン

ト
ス
。

右
可
決
。
生
徒
金
拾
銭
、
職
員
金
五
拾
銭
ヲ
今
週
中
ニ
徴
収
シ
、
寄
付
ノ
方
法
ハ
市
長
・
総
務
部
主
事
及
五
年

甲
組
坂
本
同
乙
組
小
池
四
氏
ニ
一
任
ス
ル
コ
ト
。

【
報
告
】

朝
日
新
聞
同
情
ス
タ
ン
プ
金
五
円
申
込
ノ
件
。

一
九
三
一
年
一
二
月
一
四
日
参
事
会

陸
軍
省
寄
贈
ノ
「
帝
国
ノ
国
防
」
及
絵
葉
書
ヲ
配
布
ス
／
不
正
行
為
為
防
止
ニ
関
ス
ル
懇
談
ヲ
ナ
シ
テ
散
会
。

一
九
三
一
年
一
二
月
一
五
日
市
会

【
総
務
部
報
告
】

陸
軍
省
ヘ
恤
兵
金
ト
シ
テ
献
納
シ
タ
ル
件
。
合
計
金
六
拾
四
円
六
拾
銭
。
／
同
情
ス
タ
ン
プ
購
求
ノ
件
。
金
五

円
。
之
ヲ
各
員
ニ
頒
ツ
。

【
市
長
報
告
及
希
望
】

飛
行
機
献
納
ノ
件
。
／
不
正
行
為
防
止
ノ
件
。

一
九
三
二
年
二
月
八
日

参
事
会

学
校
市
長
ヨ
リ
送
別
市
会
ヲ
以
テ
五
年
委
員
送
別
会
ヲ
兼
ス
ル
由
ヲ
提
案
、
可
決
。

一
九
三
二
年
二
月
一
〇
日

送
別
市
会

学
校
市
長
、
各
部
主
事
ノ
挨
拶
並
報
告
。／
送
辞
四
甲
佐
藤
君
、
謝
辞
五
乙
小
池
君
。／
菓
子
包
ヲ
頒
ツ
テ
散
会
。

一
九
三
二
年
六
月
二
〇
日

参
事
会

左
記
、
明
日
ノ
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
可
決
ス
。
学
校
市
会
議
員
選
挙
方
法
改
正
ノ
件
。（
五
乙
石

井
説
明
）

一
九
三
二
年
六
月
二
一
日

市
会

昨
日
ノ
学
校
市
参
事
会
ニ
於
ケ
ル
原
案
ヲ
可
決
シ
、
其
ノ
文
案
ハ
総
務
部
主
事
ニ
一
任
ス
。

一
九
三
二
年
一
二
月
七
日

参
事
会

議
事
無
く
、
各
部
主
事
ヨ
リ
ノ
報
告
ト
、
市
長
ヨ
リ
「
敬
礼
問
題
」
ニ
関
ス
ル
注
意
ト
ア
リ
、
散
会
。

一
九
三
二
年
一
二
月
九
日

市
会

総
務
部
主
事
ヨ
リ
報
告
、
学
校
市
長
ヨ
リ
「
敬
礼
励
行
」
ニ
関
ス
ル
訓
辞
ア
リ
、
一
同
ニ
朝
日
新
聞
同
情
ス
タ

ン
プ
ヲ
配
布
シ
テ
散
会
。

一
九
三
三
年
二
月
六
日

参
事
会

明
日
ノ
送
別
学
校
市
会
ヲ
以
テ
五
年
各
部
委
員
送
別
会
ヲ
兼
ネ
ル
由
ヲ
学
校
市
長
ヨ
リ
提
案
シ
テ
可
決
ス
。

【
報
告
事
項
】

⑴
前
任
前
田
氏
ニ
対
ス
ル
贈
物
ノ
件
ニ
就
テ
―
帆
足
氏
／
⑵
四
、
五
年
級
ノ
三
月
分
授
業
料
納
付
ニ
就
テ
―
市
長
―
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一
九
三
三
年
二
月
七
日

送
別
市
会

各
部
主
事
ノ
報
告
並
謝
辞
／
四
甲
久
保
田
君
謝
辞
、
五
甲
小
口
君
答
辞
／
菓
子
包
（
一
個
十
五
銭
）
ヲ
頒
ツ
テ

散
会
。

一
九
三
三
年
六
月
二
二
日

参
事
会

議
事
無
く
、
学
校
市
長
ヨ
リ
訓
辞
ア
リ
テ
散
会
。

一
九
三
三
年
六
月
二
三
日

市
会

四
部
主
事
ノ
挨
拶
ニ
次
イ
デ
、
児
島
大
尉
ヨ
リ
防
空
ニ
関
ス
ル
講
話
ア
リ
、
右
終
ツ
テ
散
会
。

一
九
三
三
年
七
月
八
日

臨
時
市
会

【
決
議
案
】

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
坂
井
新
五
郎
先
生
ノ
永
眠
ヲ
悼
ミ
謹
ン
テ
深
甚
ナ
ル
哀
惜
痛
悲
ノ
意
ヲ
表
ス
。
右
ニ
就

テ
生
徒
一
名
金
弐
拾
銭
宛
醵
出
シ
、
別
ニ
花
輪
一
個
ヲ
霊
前
ニ
捧
グ
ル
コ
ト
。

一
九
三
三
年
一
二
月
六
日

参
事
会

明
日
ノ
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
左
ノ
事
項
ヲ
決
議
ス
。

【
決
議
案
（
原
案
）】

掃
除
当
番
本
来
ノ
目
的
タ
ル
勤
労
ノ
精
神
ヲ
一
層
発
揚
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。

所
帯
説
明
―
大
掃
除
ノ
際
殊
ニ
撒
水
ノ
甚
シ
キ
ハ
啻
ニ
清
潔
ノ
実
績
ヲ
挙
ゲ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
漏
水
ノ
タ
メ
校

舎
ヲ
汚
損
シ
床
下
ニ
配
置
セ
ラ
レ
タ
ル
電
線
ヲ
腐
蝕
セ
シ
メ
延
イ
テ
ハ
漏
電
ノ
危
険
ヲ
モ
伴
フ
依
テ
爾
今
床
ノ

雑
巾
掛
ヲ
励
行
シ
大
掃
除
ノ
実
績
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
ス
。（
衛
生
部
・
五
甲
・
山
下
君
）。

【
懇
談
事
項
】

大
掃
除
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
普
通
掃
除
ニ
於
テ
モ
勤
労
精
神
ヲ
発
揚
セ
シ
メ
タ
シ
。（
五
乙
・
久
保
田
君
）
／
丁
字
棒

使
用
ノ
件
（
五
甲
・
蒔
田
君
）

一
九
三
三
年
一
二
月
七
日

市
会

昨
日
ノ
市
参
事
会
提
出
ノ
原
案
ニ
就
テ
山
下
君
ヨ
リ
説
明
ア
リ
、
山
本
主
事
ヨ
リ
所
感
ヲ
述
ベ
テ
、
可
決
ス
。

次
デ
市
長
小
島
氏
ヨ
リ
訓
告
ア
リ
、
最
後
ニ
諸
星
主
事
ヨ
リ
朝
日
新
聞
同
情
ス
タ
ン
プ
ヲ
配
布
シ
テ
散
会
。

一
九
三
四
年
二
月
七
日

参
事
会

例
年
通
り
、
明
日
ノ
市
会
ヲ
以
テ
、
五
年
各
部
委
員
ノ
送
別
ヲ
兼
ヌ
ル
者
、
市
長
ヨ
リ
提
案
シ
テ
可
決
ス
。

一
九
三
四
年
二
月
八
日

送
別
市
会

諸
星
主
事
の
挨
拶
に
次
い
で
四
甲
石
井
君
の
送
辞
、
五
甲
山
上
君
の
謝
辞
あ
り
。
菓
子
包
を
頒
っ
て
散
会
。

一
九
三
四
年
六
月
二
八
日

参
事
会

小
島
市
長
ヨ
リ
一
場
ノ
訓
諭
ア
リ
、
四
乙
西
部
君
ノ
申
出
ニ
係
ル
「
上
靴
紛
失
ノ
件
」
ニ
就
イ
テ
懇
談
ヲ
重
ネ

テ
散
会
ス
。

一
九
三
四
年
六
月
二
九
日

市
会

小
島
市
長
ノ
挨
拶
ア
リ
、
散
会
ス
。（
議
案
ナ
シ
）

一
九
三
四
年
一
二
月
五
日

参
事
会

明
日
ノ
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
左
記
決
議
ス
。

【
決
議
案
（
原
案
）】

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
東
北
地
方
凶
作
地
ニ
対
シ
救
済
義
捐
金
ト
シ
テ
今
学
期
分
ノ
市
民
費
ヲ
全
部
寄
付
ス
ル

コ
ト
。
五
甲
、
廣
田
君
提
案
説
明
。

次
デ
小
島
市
長
ヨ
リ
敬
礼
励
行
ノ
現
状
ニ
就
テ
感
謝
ノ
辞
ア
リ
、
総
務
部
主
事
ヨ
リ
市
民
費
ノ
現
在　

額
ヲ
報

告
セ
リ
。
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一
九
三
四
年
一
二
月
六
日

市
会

昨
日
ノ
原
案
ヲ
可
決
シ
、
小
島
市
長
ヨ
リ
一
場
ノ
訓
話
ア
リ
。

一
九
三
五
年
一
月
九
日

臨
時
市
会

【
決
議
（
市
参
事
会
ヲ
召
集
セ
ズ
直
ニ
市
会
ニ
上
程
、
可
決
）】

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
浅
越
敏
彦
先
生
宅
類
焼
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ツ
キ
見
舞
ヲ
ナ
ス
コ
ト
。

一
九
三
五
年
二
月
四
日

参
事
会

小
島
市
長
ヨ
リ
、
明
日
ノ
市
会
ヲ
以
テ
、
前
例
ニ
従
ヒ
（
昭
和
六
年
度
以
降
ノ
慣
例
）
五
年
級
学
校
市
各
部
役

員
送
別
市
会
ヲ
兼
ヌ
ル
旨
ノ
提
案
ア
リ
。
可
決
。

一
九
三
五
年
二
月
五
日

送
別
市
会

帆
足
主
事
ノ
挨
拶
ニ
次
イ
デ
永
田
君
（
四
甲
）
ノ
送
辞
。
渥
美
君
（
五
乙
）
ノ
答
辞
ア
リ
。
菓
子
包
ヲ
頒
ッ
テ

散
会
。

一
九
三
五
年
六
月
二
五
日

参
事
会

議
案
無
ク
、
タ
ヾ
在
来
決
議
事
項
ニ
改
正
ヲ
加
フ
ベ
キ
ト
コ
ト
ア
リ
、
小
島
市
長
ヨ
リ
提
示
セ
ラ
レ
テ
ル
通
リ

改
正
ス
（
左
表
参
照
）

【
懇
談
事
項
】

低
年
級
生
徒
ニ
一
層
、
自
治
ノ
念
ヲ
抱
カ
シ
メ
ラ
レ
タ
シ
。（
五
甲
、
菊
池
君
）
／
武
道
々
場
ニ
神
殿
奉
礼
ノ

件
（
四
乙
、
笠
野
君
）
／
御
真
影
奉
安
ノ
件
（
四
乙
、
瀧
原
君
）

一
九
三
五
年
六
月
二
六
日

市
会

昨
日
の
学
校
市
参
事
会
に
於
け
る
模
様
と
学
校
市
長
よ
り
報
告
し
て
散
会
す
。

一
九
三
五
年
一
〇
月
八
日

参
事
会

小
島
市
長
ヨ
リ
ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
猊
下
辞
任
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
リ
記
念
品
贈
呈
ニ
就
テ
提
案
ア
リ
。
次
デ

前
島
氏
ヨ
リ
同
氏
略
伝
ニ
ツ
キ
説
明
ア
リ
。
終
ッ
テ
明
日
ノ
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
決
議
案
ヲ
可
決
ス
。

【
決
議
案
】

ジ
ョ
ン
・
マ
キ
ム
猊
下
ハ
本
校
開
設
以
来
其
ノ
設
立
者
ト
シ
テ
又
過
般
財
団
法
人
立
教
学
院
創
設
以
来
其
ノ
理

事
長
ト
シ
テ
本
校
経
営
ニ
力
ヲ
効
サ
ル
吾
等
猊
下
ノ
献
身
的
奉
仕
ニ
対
シ
感
謝
ノ
念
禁
ズ
ル
能
ハ
ズ
聞
ク
ガ
如

ク
ン
バ
猊
下
今
ヤ
高
齢
ニ
上
ラ
セ
ラ
レ
不
日
辞
職
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
吾
等
惜
別
ノ
情
ニ
堪
ヘ
ズ
茲
ニ
本
校
学
校
市

会
ノ
決
議
ヲ
以
テ
深
ク
感
謝
ト
惜
別
ト
ノ
意
ヲ
表
ス
。

【
附
帯
決
議
】

市
民
ハ
各
職
員
ハ
金
五
拾
銭
生
徒
ハ
金
拾
銭
ヲ
醵
出
シ
記
念
品
ヲ
贈
呈
ス
ル
コ
ト
。

一
九
三
五
年
一
〇
月
九
日

市
会

小
島
市
長
ヨ
リ
昨
日
ノ
市
参
事
会
ニ
於
ケ
ル
決
議
案
ニ
就
テ
説
明
ア
リ
。
可
決
ス
。

一
九
三
六
年
二
月
六
日

参
事
会

小
島
市
長
よ
り
昭
和
六
年
度
以
降
の
慣
例
に
従
ひ
明
日
の
市
会
を
以
て
五
年
級
学
校
市
各
部
役
員
送
別
市
会
を

兼
ぬ
る
旨
提
案
あ
り
。
可
決
。

一
九
三
六
年
二
月
七
日

市
会

小
島
市
長
司
会
の
下
に
主
事
を
代
表
し
て
帆
足
氏
の
挨
拶
あ
り
、
次
い
で
在
校
生
を
代
表
し
て
四
乙
笠
野
君
送

辞
を
述
べ
、
之
に
五
甲
菊
池
君
の
答
辞
あ
り
、
菓
子
包
を
頒
っ
て
散
会
。
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一
九
三
六
年
六
月
九
日

臨
時
市
会

小
島
先
生
辞
任
ニ
就
イ
テ
学
校
市
ヨ
リ
記
念
品
贈
呈
ノ
件
ヲ
帆
足
市
長
ヨ
リ
提
案
シ
可
決
。

【
決
議
案
】

小
島
先
生
多
年
立
教
中
学
校
長
ト
シ
テ
我
ガ
学
園
ノ
発
展
ニ
盡
瘁
セ
ラ
レ
且
本
学
校
市
ヲ
創
設
セ
ラ
レ
自
治
訓

練
ノ
重
大
ナ
ル
功
績
ヲ
示
サ
レ
テ
リ
茲
ニ
訣
別
ス
ル
ニ
当
リ
本
学
校
市
ハ
記
念
品
ヲ
贈
呈
シ
以
テ
深
湛
ナ
ル
謝

意
ト
惜
別
ノ
真
情
ト
ヲ
表
ス
。

猶
、
記
念
品
ニ
就
イ
テ
ハ
之
ヲ
学
校
市
長
、
総
務
部
主
事
ニ
一
任
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
タ
リ
。

一
九
三
六
年
六
月
二
五
日

参
事
会

帆
足
市
長
ヨ
リ
二
、三　

前
日
ノ
各
区
会
議
事
ニ
就
イ
テ
説
明
ア
リ
、
懇
談
ニ
移
ッ
テ
散
会
。〔
後
略
〕。

一
九
三
六
年
六
月
二
六
日

市
会

帆
足
市
長
ヨ
リ
前
日
ノ
市
参
事
会
同
様
説
明
ア
リ
、
解
散
。

一
九
三
六
年
一
二
月
七
日

参
事
会

【
決
議
事
項
】

明
日
ノ
市
会
ニ
提
案
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
左
記
可
決
。

通
学
ノ
途
上
ニ
於
テ
ハ
特
ニ
他
人
ノ
妨
ト
ナ
ラ
ザ
ル
ヤ
ウ
注
意
ス
ル
コ
ト
。（
第
四
甲
区
提
出
、
提
案
説
明
）

【
懇
談
事
項
】

（
イ
）
市
長
よ
り
／
一
、
運
動
場
ニ
塵
箱
、
啖
壺
設
置
ノ
件
。
二
、
口
笛
禁
止
ノ
件
。
三
、
机
ノ
留
金
ノ
件
。

四
、
油
雑
巾
ニ
油
ノ
少
ナ
キ
件
。

（
ロ
）
市
参
事
会
員
ヨ
リ
／
一
、
上
級
生
ニ
マ
ン
ト
使
用
ノ
件
（
四
乙
、
塚
田
）。
二
、
手
提
鞄
ノ
禁
令
ニ
反

ス
ル
モ
ノ
多
シ
ト
認
ム
ル
件
（
同
右
）。
三
、
立
大
予
科
教
室
落
城
後
ノ
訓
練
ニ
関
ス
ル
件
（
四
乙
、
鹿
又
）。

四
、
最
近
、
制
服
ノ
フ
ッ
ク
下
部
ヲ
外
ス
者
多
シ
ト
認
ム
ル
件
（
四
甲
、
矢
野
）。

一
九
三
六
年
一
二
月
八
日

市
会

昨
日
、
市
参
事
会
提
出
ノ
原
案
ヲ
可
決
シ
、
後
、
総
務
・
風
紀
・
衛
生
・
設
備
ノ
各
主
事
ヨ
リ
夫
々
報
告
ア
ツ

テ
散
会
。

一
九
三
七
年
二
月
八
日

参
事
会

帆
足
市
長
ヨ
リ
明
日
ノ
学
校
市
会
ヲ
以
テ
五
年
級
学
校
市
各
部
役
員
ノ
卒
業
送
別
市
会
ヲ
兼
ヌ
ル
旨
ヲ
提
案

シ
、
可
決
。

一
九
三
七
年
二
月
九
日

送
別
市
会

帆
足
市
長
ノ
挨
拶
ニ
次
イ
デ
、
花
房
氏
各
部
主
事
ヲ
代
表
シ
テ
謝
辞
ヲ
述
ベ
、
在
校
代
表
（
四
乙
）
塚
田
君
ノ

送
辞
、
五
年
代
表
（
五
甲
）
飯
塚
君
ノ
答
辞
ア
リ
。
菓
子
包
ヲ
頒
ツ
テ
散
会
。

一
九
三
七
年
六
月
二
三
日

参
事
会

帆
足
市
長
ヨ
リ
二
、三
項
、
各
学
校
区
記
録
記
載
ノ
件
ニ
就
イ
テ
所
感
ア
リ
。
五
乙
区
提
出
ノ
「
学
校
市
制
自

治
精
神
ノ
徹
底
ヲ
期
ス
ル
件
」
ニ
関
シ
テ
ハ
未
ダ
具
体
的
事
項
ヲ
示
ス
機
ニ
達
セ
ザ
レ
バ
、
議
案
ノ
形
式
ヲ
採

ラ
ズ
シ
テ
、
一
層
自
治
精
神
ノ
発
揚
ニ
各
自
努
力
ス
ベ
キ
旨
強
調
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
。
懇
談
ニ
移
ッ
テ
五
乙
塚

田
君
ヨ
リ
「
各
組
週
番
級
長
ノ
昼
食
後
体
操
参
加
ノ
件
」
外
、「
終
日
ハ
イ
キ
ン
グ
の
件
」
等
ア
リ
。

一
九
三
七
年
六
月
二
四
日

市
会

鹿
又
君
（
五
乙
）
よ
り
「
自
治
精
神
ノ
発
揚
徹
底
」
ニ
就
イ
テ
説
明
ア
リ
、
帆
足
市
長
之
ヲ
補
足
力
説
セ
ラ
レ

テ
解
散
。
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一
九
三
七
年
九
月
二
八
日

臨
時
市
会

阿
部
氏
応
召
ニ
就
イ
テ
左
ノ
如
ク
提
案
。
可
決
。

歓
送
之
辞
（
明
夜
、
出
発
ニ
際
シ
、
宮
坂
博
朗
読
）
／
阿
部
先
生
今
回
応
召
出
征
セ
ラ
ル
先
生
ガ
盡
忠
報
国
ノ

丹
心
ハ
君
国
ニ
貢
献
ス
ル
所
多
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
キ
ハ
言
ヲ
俟
タ
ズ
。
茲
ニ
我
ガ
立
教
中
学
校
学
校
市
会
ハ

聊
カ
餞
別
ノ
薄
儀
ヲ
呈
シ
全
幅
ノ
赤
誠
ヲ
捧
ゲ
テ
先
生
ノ
壮
途
ヲ
祝
福
ス
。
／
餞
別
金
五
拾
円
也
贈
呈
（
総
務

部
主
事
、
宮
坂
・
鹿
又
訪
問
贈
呈
）。

一
九
三
七
年
一
二
月
七
日

参
事
会

明
日
ノ
学
校
市
会
ニ
提
案
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
左
記
二
項
ヲ
可
決
ス
。
／
傷
病
兵
見
舞
ノ
件
（
小
林
氏
・
五
甲

山
口
・
五
乙
鹿
又
両
君
ニ
一
任
）〔
中
略
〕
／
学
校
市
民
費
改
正
ノ
件
（
総
務
部
主
事
提
案
説
明
）。

一
九
三
七
年
一
二
月
八
日

市
会

昨
日
ノ
原
案
二
項
ヲ
可
決
シ
、
猶
、
各
部
主
事
ヨ
リ
夫
々
報
告
ア
リ
。

一
九
三
八
年
二
月
八
日

参
事
会

明
日
ノ
学
校
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
原
案
ト
シ
テ
左
項
ヲ
決
議
ス
。

【
決
議
案
】

吾
人
ハ
紀
元
節
ノ
佳
辰
ニ
方
リ
現
下
ノ
時
局
ニ
退
去
ス
ル
吾
人
ノ
所
信
ヲ
披
瀝
シ
テ
誓
詞
ヲ
宣
シ
以
テ
銃
後
ノ

本
務
ヲ
完
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
―
五
乙
、
鹿
又
提
案
説
明
―　

／
猶
、
右
誓
詞
ニ
就
イ
テ
諸
星
氏
ヨ
リ
朗
読
ア

リ
、
明
日
ノ
学
校
市
会
（
紀
元
節
当
日
モ
）
ニ
ハ
、
五
乙
鹿
又
君
朗
読
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
。

一
九
三
八
年
二
月
九
日

送
別
市
会

前
日
ノ
決
議
案
ヲ
可
決
シ
、
鹿
又
君
ノ
誓
詞
朗
読
ア
リ
、
後
、
総
務
部
主
事
、
及
在
学
生
代
表
（
四
乙
）
林
君

ノ
挨
拶
送
辞
ニ
次
イ
デ
五
年
代
表
（
五
甲
）
山
口
君
ノ
謝
辞
ア
リ
、
菓
子
包
ヲ
頒
布
シ
テ
解
散
。

一
九
三
八
年
六
月
二
三
日

参
事
会

帆
足
市
長
ヨ
リ
支
那
事
変
第
一
周
年
ニ
当
リ
学
校
市
ト
シ
テ
之
ニ
対
処
ス
ベ
キ
事
項
ノ
諮
問
ア
リ
、
委
員
会
ニ

附
託
セ
ラ
ル
。

【
委
員
会
原
案
】（
山
本
・
小
木
・
花
房
・
樋
口
・
志
賀
・
塩
谷
・
田
中
）

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
支
那
事
変
第
一
周
年
ニ
際
シ
消
費
節
約
ヲ
旨
ト
シ
学
用
品
ノ
愛
用
ニ
留
意
シ
以
テ
長
期

戦
下
ニ
於
ケ
ル
生
徒
タ
ル
ノ
本
文
ヲ
全
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。
右
宣
言
ス
（
提
案
説
明
―
五
甲
、
樋
口
）

【
七
月
七
日
実
施
事
項
】

七
月
七
日
正
午
ヲ
期
シ
全
校
一
分
間
黙
祷
ス
ル
コ
ト
／
七
月
七
日
ヲ
期
シ
各
自
金
属
屑
者
或
ハ
毛
物
類
廃
品
ヲ

醵
出
シ
金
員
〔
円
〕
ニ
換
エ
テ
皇
軍
慰
問
費
ニ
充
ツ
ル
コ
ト
（
小
木
・
樋
口
一
任
）
／
阿
部
先
生
ニ
慰
問
状
及

慰
問
品
ヲ
贈
呈
ス
ル
コ
ト
（
志
賀
起
草
）
／
（
猶
、
慰
問
品
代
ハ
金
拾
円
ト
シ
市
民
費
中
ヨ
リ
支
出
）

一
九
三
八
年
六
月
二
四
日

市
会

昨
日
ノ
原
案
ヲ
可
決
ス
。

一
九
三
八
年
一
〇
月
六
日

臨
時
市
会

【
決
議
案
】

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
銃
後
後
援
強
化
週
間
ニ
際
シ
皇
軍
将
士
ニ
感
謝
ノ
微
意
ヲ
表
ス
ル
タ
メ
各
自
慰
問
品
ヲ

醵
出
シ
テ
之
ヲ
寄
贈
ス
ル
コ
ト
〔
後
略
〕。

一
九
三
八
年
一
二
月
六
日

参
事
会

決
議
案
ノ
上
程
ナ
ク
、
学
校
区
会
記
録
ヨ
リ
二
、三
懇
談
事
項
ヲ
摘
出
シ
テ
懇
談
シ
タ
ル
後
、
散
会
。

一
九
三
八
年
一
二
月
七
日

市
会

各
部
主
事
よ
り
夫
々
報
告
あ
り
て
散
会
。
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一
九
三
九
年
二
月
八
日

参
事
会

明
日
ノ
五
年
級
役
員
送
別
市
会
ヲ
可
決
シ
テ
散
会
。

一
九
三
九
年
二
月
一
〇
日

送
別
市
会

総
務
部
主
事
及
在
学
生
代
表
（
四
乙
）
田
中
英
二
君
ノ
挨
拶
、
送
辞
ニ
次
イ
デ
五
年
代
表
（
五
甲
）
新
井
浩
君

謝
辞
ヲ
述
ベ
、
菓
子
包
ヲ
頒
ツ
テ
散
会
。

一
九
三
九
年
六
月
二
一
日

参
事
会

"

帆
足
市
長
ヨ
リ
左
ノ
ニ
案
ヲ
提
出
シ
、
明
後
日
ノ
学
校
市
会
ニ
提
出
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
ス
。

一
、
昭
和
十
四
年
五
月
二
十
二
日
内
外
ノ
帝
国
青
少
年
学
徒
ニ
対
シ
畏
ク
モ　

御
親
閲
ヲ
賜
り
且
優
渥
ナ
ル　

勅
語
ヲ
下
シ
給
フ
洵
ニ
恐
懼
感
激
ノ
至
ニ
勝
フ
ル
無
シ
。
我
等
謹
ン
デ
日
夜
拝
誦
服
膺
シ
奉
リ
愈
学
徒
タ
ル
ノ

本
分
ヲ
恪
守
シ
中
正
身
ヲ
持
シ
全
力
ヲ
■
シ
テ
以
テ
負
荷
ノ
大
任
ヲ
全
ウ
シ
聖
旨
ニ
対
ヘ
奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期

ス
。〔
中
略
〕
／
一
、百
億
貯
蓄
ハ
聖
戦
遂
行
ノ
必
須
要
件
タ
リ
、
吾
人
ハ
振
ツ
テ
此
ノ
挙
ニ
参
加
シ
以
テ
其
ノ

完
成
ニ
協
力
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
〔
後
略
〕。"

一
九
三
九
年
六
月
二
三
日

市
会

一
昨
日
ノ
原
案
二
件
ヲ
可
決
ス
。

一
九
三
九
年
一
二
月
六
日

参
事
会

明
日
ノ
学
校
市
会
ハ
各
部
主
事
ヨ
リ
中
間
報
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ト
シ
、
懇
談
ニ
移
リ
テ
散
会
。

一
九
三
九
年
一
二
月
七
日

市
会

昨
日
ノ
決
定
通
リ
各
部
主
事
ヨ
リ
夫
々
報
告
ア
リ
テ
散
会
。

一
九
四
〇
年
二
月
六
日

参
事
会

来
九
日
、
学
校
市
五
年
送
別
会
ニ
就
テ
ハ
、
総
務
部
主
事
ノ
謝
辞
・
四
乙
遠
藤
君
ノ
送
辞
・
五
乙
川
合
君
ノ
答

辞
ニ
依
ッ
テ
之
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
決
議
シ
テ
散
会
。

一
九
四
〇
年
二
月
九
日

送
別
市
会

去
二
月
六
日
ノ
決
議
通
リ
ノ
順
序
ニ
従
ヒ
、
菓
子
包
ヲ
頒
ツ
テ
散
会
。

一
九
四
〇
年
六
月
二
七
日

参
事
会

【
決
議
事
項
（
明
日
ノ
学
校
市
会
ニ
提
出
ス
ベ
キ
原
案
）】

一
、
紀
元
二
千
六
百
年
ニ
際
シ
声
明
文
発
表
。

光
輝
ア
ル
紀
元
二
千
六
百
年
ヲ
迎
ヘ
興
亜
ノ
大
業
ニ
際
会
セ
ル
吾
人
ノ
使
命
癒
重
且
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
痛
感

ス
茲
ニ
ワ
ガ
立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
コ
ノ
盛
代
ニ
方
リ
負
荷
ノ
責
務
ヲ
完
ウ
セ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
。
右
声
明
ス
。

（
右
ハ
五
甲
、
青
樹
君
ヨ
リ
提
案
説
明
ノ
コ
ト
）

二
、
支
那
事
変
第
三
周
年
ニ
際
シ
古
雑
誌
新
聞
紙
ノ
回
収
ヲ
図
リ
之
ヲ
金
円
ニ
換
ヘ
テ
傷
病
将
士
ノ
慰
問
ニ
充

ツ
ル
コ
ト
。

右
ハ
五
乙
、
宮
尾
淳
平
君
ヨ
リ
提
案
説
明
ス
ル
コ
ト
。
猶
、
ソ
ノ
実
施
方
法
ト
シ
テ
ハ
、
職
員
側
ヨ
リ
山
本
・

花
房
・
小
林
三
氏
、
生
徒
側
ヨ
リ
五
甲
青
樹
、
五
乙
宮
尾
、
四
甲
遠
藤
、
四
乙
久
保
田
君
ヨ
リ
成
ル
委
員
会
ヲ

設
ケ
テ
考
究
ス
ル
コ
ト
。

一
九
四
〇
年
六
月
二
八
日

市
会

昨
日
ノ
市
参
事
会
ニ
於
テ
決
議
セ
ル
二
項
ヲ
可
決
ス
。
猶
、
明
日
ノ
朝
礼
時
ニ
、
学
校
市
長
ヨ
リ
右
ニ
項
ニ
就

イ
テ
訓
話
ス
ル
コ
ト
ト
セ
リ
。

一
九
四
〇
年
一
一
月
一
八
日
臨
時
市
会

【
決
議
事
項
】

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
諸
星
・
橘
両
先
生
ガ
教
育
勅
語
渙
発
五
十
年
記
念
ニ
際
シ
教
育
功
労
者
ト
シ
テ
文
部
省

ヨ
リ
表
彰
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
対
シ
記
念
品
ヲ
贈
呈
シ
テ
祝
意
ヲ
表
ス
ル
コ
ト
〔
後
略
〕。
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一
九
四
〇
年
一
二
月
四
日

参
事
会

議
案
無
ク
、
懇
談
事
項
ト
シ
テ
左
記
ノ
件
ヲ
帆
足
市
長
ヨ
リ
提
示
、
協
議
ス
。
／
朝
礼
後
、
教
室
ニ
入
ル
マ
デ

ノ
静
粛
ヲ
保
ツ
ベ
ク
、
上
級
々
長
ノ
指
導
ニ
俟
ツ
コ
ト
多
シ
。
／
右
ニ
就
テ
ハ
明
朝
朝
礼
ノ
際
、
市
長
ヨ
リ
全

校
生
ニ
通
達
ス
ル
ト
共
ニ
、
各
区
長
ヨ
リ
之
ヲ
敷
衍
ス
ル
コ
ト
ト
決
定
。

一
九
四
〇
年
一
二
月
五
日

市
会

帆
足
市
長
ヨ
リ
訓
示
ア
リ
、
各
部
主
事
ヨ
リ
報
告
ア
リ
テ
散
会
。

一
九
四
一
年
二
月
四
日

参
事
会

明
日
ノ
学
校
市
会
ヲ
五
年
級
役
員
送
別
市
会
ト
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
其
ノ
順
序
ハ
（
一
）
総
務
部
主
事
謝
辞

（
二
）
在
校
生
総
代
送
別
辞
［
四
乙
・
久
保
田
武
男
］（
三
）
五
年
級
代
表
答
辞
［
五
乙
・
石
原
慶
次
］
ニ
ヨ
リ

開
催
ス
ベ
キ
コ
ト
ヲ
決
ス
。

一
九
四
一
年
二
月
五
日

送
別
市
会

昨
日
ノ
決
議
通
リ
開
催
。
菓
子
包
ヲ
頒
ツ
テ
散
会
。

一
九
四
一
年
二
月
一
九
日

臨
時
市
会

【
議
決
事
項
】

立
教
中
学
校
学
校
市
ハ
帆
足
先
生
・
高
橋
先
生
ノ
皆
勤
十
年
ニ
対
シ
記
念
品
ヲ
贈
呈
シ
テ
祝
意
ヲ
表
ス
ル
コ

ト
。
／
右
、
山
本
氏
議
長
ト
ナ
リ
、
花
房
氏
提
案
説
明
シ
テ
可
決
。
猶
、
記
念
品
代
ト
シ
テ
金
五
拾
円
宛
、
来

三
月
五
日
卒
業
式
当
日
贈
呈
ス
ル
コ
ト
。

一
九
四
一
年
六
月
一
九
日

参
事
会

立
教
中
学
校
報
告
〔
国
〕
団
ノ
結
成
ニ
ヨ
リ
学
校
市
ヲ
解
散
ス
ベ
キ
旨
、
帆
足
市
長
ヨ
リ
提
案
ア
リ
、
可
決
。

【
決
議
案
】

現
下
ノ
重
大
ナ
ル
時
局
ニ
際
シ
、
立
教
中
学
校
報
国
団
結
成
ニ
ヨ
リ
茲
ニ
十
有
五
年
ノ
伝
統
ヲ
持
シ
来
レ
ル
立

教
中
学
校
学
校
市
ヲ
解
散
ス
。

一
九
四
六
年
九
月
七
日

参
事
会
及
び

市
会

司
会
、
花
房
／
主
事
挨
拶
。
生
活
部
（
小
木
氏
）
衛
生
部
（
高
橋
氏
）
設
備
部
（
深
澤
氏
）
／
議
案
。
在
来
ノ

決
議
事
項
ヨ
リ
抽
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
就
テ
再
検
討
ス
ベ
ク
小
委
員
会
ニ
附
託
決
定
。

一
九
四
六
年
九
月
一
二
日

参
事
会
小
委

員
会

原
案
作
製
。

一
九
四
六
年
九
月
一
七
日

参
事
会

原
案
略
。
可
決
。

一
九
四
六
年
九
月
二
〇
日

市
会

別
紙
ノ
通
リ
可
決
。

一
九
四
八
年
六
月
一
日

参
事
会

総
務
部　

花
房
ヨ
リ
。
学
制
改
革
ニ
方
リ
中
学
校
ハ
三
年
制
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
、
立
教
中
学
校
ハ
学
校
市
制
ヲ
在

績
シ
、
三
年
級
ノ
市
会
議
員
ヲ
以
テ
市
参
事
会
員
ヲ
兼
ヌ
ル
コ
ト
ニ
ツ
キ
報
告
。

社
会
生
活
部
（
小
林
氏
）
設
備
部
（
露
木
氏
）
衛
生
部
（
高
橋
昊
氏
）
ヨ
リ
夫
々
挨
拶
ア
リ
テ
散
会
。

※
「
学
校
市
諸
記
録
」
の
記
述
を
も
と
に
作
成
（
作
成
者
：
舟
橋
正
真
）。
紙
幅
の
都
合
上
、
一
部
表
現
を
改
め
て
い
る
。
仮
名
遣
い
は
原
文
マ
マ
で
あ
る
。
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註⑴	
「
学
校
市
制
の
提
唱
」（
立
教
中
学
校
校
友
会
誌
『
い
し
す
ゑ
』
第
一
二
号
、
一

九
二
八
年
二
月
、
二
六
頁
）。

⑵	

立
教
中
学
校
学
友
会
発
行
の
雑
誌
。
戦
前
期
に
『
い
し
す
ゑ
』
の
誌
名
で
四
一

号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
は
『
い
し
ず
え
』
の
誌
名
で
再
び
第
一
号
か
ら

刊
行
さ
れ
て
い
る
。
小
論
で
は
戦
前
期
発
行
の
も
の
は
旧
字
体
で
『
い
し
す
ゑ
』、

戦
後
発
行
の
も
の
は
新
字
体
で
『
い
し
ず
え
』
と
表
記
す
る
。

⑶	

伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

六
、
ち
か
づ
く
戦
争
の
足
音
」（『
い

し
ず
え
』
第
三
五
号
、
一
九
八
六
年
、
二
一
―
五
〇
頁
）。

⑷	

『
立
教
学
院
史
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
、
四
―
二
六
頁
。

⑸	

立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
。
表
題
に
「
大
正
十
五
年
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
設
立
当
初
の
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
か
ら
、
立

教
中
学
校
報
国
団
の
結
成
に
伴
い
解
散
す
る
一
九
四
一
年
六
月
ま
で
の
市
会
・
参

事
会
等
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

⑹	

「1925

（
大
正
14
）
年
、
東
京
府
下
の
池
袋
に
再
建
さ
れ
た
立
教
中
学
校
の
校

舎
に
六
角
塔
の
焼
け
残
っ
た
礎
石
を
移
し
据
え
た
上
に
、「1925 
大
正
十
四
年
」

と
彫
ら
れ
た
新
礎
石
を
重
ね
て
池
袋
校
舎
の
「
い
し
ず
え
」
と
し
た
。
こ
の
新
礎

石
の
中
に
も
12
点
の
各
種
記
念
品
を
入
れ
た
カ
プ
セ
ル
が
納
め
ら
れ
た
」

（『BRICK
S A

N
D

 IV
Y

 

立
教
学
院
百
二
十
五
年
史　

図
録
』
二
〇
〇
〇
年
、
六

二
頁
）。

⑺	

「
立
教
中
学
校
学
校
市
制
（
原
案
）」（
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
Ｔ
８
、
立
教
学
院
史

資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

⑻	

「
池
袋
復
活
後
の
立
教
中
学
校
で
は
、
小
島
校
長
の
提
案
で
、
日
本
で
は
他
に

類
例
の
な
い
「
学
校
市
制
」（
傍
点
原
文
マ
マ
）
と
い
う
自
治
的
訓
育
の
制
度
を

布
い
た
の
で
あ
る
」（
小
木
鐵
彦
『
愛
行
』
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
一
九
六

九
年
、
二
九
九
頁
）。

⑼	

「
小
島
校
長
の
考
え
た
こ
の
民
主
的
な
自
治
活
動
の
制
度
は
、
い
ち
早
く
先
導

的
役
割
を
果
た
し
た
」（『
立
教
学
院
百
年
史
』
一
九
七
四
年
、
三
二
一
頁
）。

⑽	

『
立
教
大
学
新
聞
』
第
三
〇
号
、
一
九
二
六
年
四
月
十
五
日
付
。

⑾	

例
を
あ
げ
る
と
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
中
学
校
に
お
い
て
は
、
修
身
科
・

公
民
科
の
教
師
原
房
孝
が
、
校
友
会
組
織
で
あ
る
桐
陰
会
を
用
い
て
生
徒
に
自
治

訓
練
を
行
わ
せ
た
（
原
房
孝
「
公
民
科
教
授
の
回
顧
」、『
中
等
教
育
』
第
四
七

号
、
一
九
二
四
年
二
月
、
二
二
―
二
四
頁
）。
ま
た
、
私
立
成
女
高
等
女
学
校
に

お
い
て
は
、
将
来
の
婦
人
参
政
権
獲
得
を
視
野
に
入
れ
て
、
自
治
共
存
制
と
い
う

制
度
を
設
立
し
、
生
徒
達
に
自
治
訓
練
を
行
わ
せ
て
い
る
（
宮
田
修
「
自
治
共
存

制
設
定
の
由
来
と
経
過
」、『
中
等
教
育
』
第
四
八
号
、
一
九
二
四
年
七
月
、
六
一

頁
）。

⑿	

ウ
ヰ
ル
ソ
ン
・
エ
ル
・
ギ
ル
著
・
桐
生
悠
々
訳
『
普
通
選
挙
の
準
備
』
日
本
図

書
出
版
、
一
九
二
〇
年
、
二
―
三
頁
。

⒀	

同
前　

一
七
二
―
一
七
四
頁
。

⒁	

こ
こ
で
言
う
「
市
制
」
と
は
、
一
九
二
五
年
一
一
月
に
学
校
市
制
の
条
文
の
草

案
が
出
来
た
当
時
の
も
の
（
一
九
二
一
年
四
月
一
一
日
法
律
五
八
「
市
制
中
改

正
」）
を
指
す
。

⒂	

『
立
教
学
院
百
年
史
』
第
七
章
に
お
い
て
、
筆
者
の
高
橋
昊
が
「
当
時
大
新
聞

に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
ど
で
」、「
た
だ
し
記
事
掲
載
の
正
確
な
年
月
日

お
よ
び
新
聞
名
は
不
明
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
記
事

の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
（『
立
教
学
院
百
年
史
』
三
二
一
頁
お
よ
び

三
二
五
頁
註
１
参
照
）。

⒃	
原
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
“The Educational D

epartm
ent of T

okyo 
is very m

uch interested in this project and the local papers have 
been full of it. It is not too m

uch to say that, as never before, 
educational ideals at St. Paulʼs are becom

ing an inspiration and an 
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exam
ple to the student life of T

okyo.

”（T
he Spirit of M

issions, 
Septem

ber, 1926, p. 587

）

⒄	
佃
正
昊
「
わ
が
校
の
誇
」（『
い
し
す
ゑ
』
第
二
八
号
、
八
〇
‐
八
一
頁
）。

⒅	

帆
足
秀
三
郎
「
学
校
市
制
と
そ
の
思
い
出
」（『
い
し
ず
え
』
第
八
号
）
八
三

頁
。

⒆	

「
大
学
自
治
を
目
標
に　

学
生
評
議
会
を
作
れ
」（『
立
教
大
学
新
聞
』
一
九
二

六
年
一
月
五
日
付
）。


